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未来史について

 過現未を横断する「未来史」について ／ 2021.11.25-26，オンライン

 未来史解題 ／ 2022.12.3-4，沖縄

 未来史という視点，新エネルギー新聞，第160号（2020年6月掲載紙）

 過去から未来を訪ねる技術史という視座の定着のために，Ｃ編 74 (746) ，

2344-2350, 2008

▶ アドボカシーとしての未来史の取組 ／ 今回＆本日



技術史

the History of technology



未来史



未来史の対象・・

 技術連関（科学技術連関）

 エコエティカ（生圏倫理学）

 再生可能エネルギー

 防災（フェーズフリー）

 茨木のり子の詩情

 未踏技術（バサルトファイバー、マグ水素）

Past Now（Present） Future



アドボカシー（advocacy)

 Advocate・・・代弁者や唱導者という名詞，代弁するや唱導するという動詞

 Advocator・・・advocacyも名詞で，弁護や支持，鼓吹や唱道（唱導）を意味

 アドボカシー・・・ 「公共政策や世論，人々の意識や行動などに一定の影響を

与えるために政府や社会に対して行われる団体の働きかけ」

松井真理子，“市民社会のアドボカシーの論点整理”，四日市大学論集

 具体的には、議員や行政機関への直接的ロビイング，デモ，署名活動など

のグラスルーツロビング，メディアへのアピール，啓発・世論形成，

他団体との連合形成，裁判闘争といった活動形態を指す

～～～ advocacy は「政策提言」ともいわれる

 団体活動の担い手であるあるNPOでは，

「社会課題を解決するために社会に働きかけこと」

筆者もこの定義には同感で，本稿もこの趣旨でまとめている



まちなか大学院



 第1回『地域紙で "ふるさと快活" をめざす』2019.2.1（金）

 第2回『北欧デンマークの暮らしと自然エネルギー利用』2019.4.5（金）

 第3回『奈良少年刑務所での絵本と詩の教室のエフェクト』2019.6.24（Mon）

 第4回 未来のためのシルバー・デモクラシー講座
『再生可能エネルギー社会を孫にのこす』2019.7.8（Mon）

 ワークショップ『富澤きららの夏休み親子マンガ描き方教室』2019.8.10（Sat）

 河合弘之弁護士企画製作映画
「日本人の忘れもの」上映会＠東京ウイメンズプラザ2020.10.9（金）

新橋まちなか大学院の取組





◇ 過現未＜過去・現在・未来＞による防災対策 3・11の2011年から10年目

 ①3.11／《過現未》キックオフ・イベント＠太東埼灯台広場

 ②4.11／《過去》過去から学ぶ・・究極の安全＆防災対策とは？！

 ③5.11／《現在》「フェーズフリーとは？」

 ④6.11／《未来》「森の防波堤が守ってくれる

 ⑤7.11／《過去》「展望室＆ＦＭ局付き発電風車」

 ⑥8.11／《現在》「フェーズフリーと防災食」

 ⑦9.11／《未来》「森の防波堤の可能性(FS）」&討論

 ⑧10.11／《過去》「洋上風力発電と産業の10次化」

 ⑨11.11／《現在》「身近な暮らしにフェーズフリー」

 ⑩12.11／《未来》「森の防波堤をデザインする」

 ⑪4.11／《過現未》「過現未による防災対策」まとめ

上総まちなか大学院の取組





いすみの未来学 （2023/10/7)

１ 開会

理事長挨拶 藤井俊輔
主旨説明 小林斎紀

２ 講演
「Isumiの未来学講座」

2-1 施設農業の未来

千葉大学元学長 古在豊樹

2-2 再エネ社会の未来
―RE100 大学の経験から―

千葉商科大学学長 原科幸彦

３ パネルディスカッション

パネリスト／
古在豊樹・原科幸彦・
佐藤建吉（上総まちなか大学院）・
小高正浩（ちば銀総研）

2-3 Isumiの未来づくり

いすみ市長 太田洋



◇ 軽井沢を地域とした地域づくり・文化ふるさと快活事業

 第1部《朗読／体験談》 2020.11.21日（土）＠軽井沢書店

 第2部《公開勉強会》 2020.11.21日（土）＠くつかけテラス/多目的室

◇ 令和４年度長野県地域発元気づくり支援金活用事業《地域での防災食の普及》

 第1回「フェーズフリーの防災食について」 2022.7.16(土)

 第2回「地域食材を活かした防災食について」 2022.8.20(土)

 第3回「災害時を想定した炊き出しを含む防災食について」 2022.9.17(土)

◇ 防災食を味わう『茨木のり子の献立帖』のメニューから

2022.11.17（金）旧軽井沢公民館

軽井沢まちなか大学院の取組





洸楓座
◇ 茨木のり子の朗読と音楽による社会課題への取組

 2019年・・江戸川区&鶴岡市友好連携企画／学童疎開75周年記念行事》

―茨木のり子の詩から知る平和と友好のきずな―

2019.11.9（金）＠江戸川区タワーホール船堀

 2020年・・「茨木のり子2020秋／怒るときと許すとき」

2020.10.9（金）＠東京ウイメンズプラザ

 2021年・・「茨木のり子2021冬／歳月」2021.12.22（水）＠日仏文化協会汐留ホール

 2022年・・「日本語を味わう―茨木のり子の詩作を題材として」

2022.11.6（日）＠中軽井沢図書館

「茨木のり子2022秋／対話」

2022.11.23日（水）日比谷図書文化館小ホール

 2023年・・「茨木のり子&金澤翔子バーステー記念イベント」～いま二人の筆跡から学ぶこと～

2023.6.12（月）＠ドームホール／北とぴあ

 2024年・・「茨木のり子 2024 春／のり子の詩情遺韻 as アドボカシー」



未踏技術への取組

◇ 課題 ＝ チャレンジ（challenge）

 水素吸蔵合マグネシウム合金 MgH2   

” マグ水素 ”

 玄武岩繊維 バサルトファイバー



まとめ

 《アボカシー》《未来史》《まちなか大学院》という三つの要素について取り上げ，

その関係について述べた。

 これらは，社会のなかの，ヒト，モノ，コト，トキに直接的に関係しているが，

そのもっとも重要なエフェクトは，課題解決である。

 時間の経過は速い。現在は直ちに過去になり，未来はすぐに現在になる。

これらを《過現未》として一元的にとらえることは，今を大切に生きることへの

刺激である。

 そのシゲキと取り組みを暮らしとともに見出すのが，わが《まちなか大学院》である。

 すぐ過去となる現在において、未来のあるべき姿のために、活動しよう。

すぐに、過去になり、それは歴史になる。

大事なことは、未来をいま考え＆活動することである。


